
     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

料金後納 

ゆうメール 

IKKO NEWS  2024.10 №87 

地元密着東三河での不動産と建築のことなら小さなことでもお気軽にご相談下さい！ 

※ニュースレターがご不要な場合はお手数ですが 0532-46-9336 まで 

〒441-8071 豊橋市大山町字西大山 52 番地 https://ikko-group.jp/ 

豊橋市 SDGｓ推進パートナー企業に登録して 3 年が経ちました。弊社の事業活動に於いて 2030 年のゴール 

に向けて掲げる 6 つの達成目標への取り組みを、これまでに 5 つ紹介しましたが、一番実現のハードルが高い 

であろう【目標１７】『パートナーシップで目標を達成しよう!』の取り組みについて発表します。 

SDGs 目標 17 は、持続可能な開発目標を達成するには、国際機関、政府、企業、市民社会、全てのステーク 

ホルダーが連携し共通の目標に向けて協力し合うことで、高い次元での持続可能性を生み出せるという考え方 

が基本にあります。中小企業では微力かもしれませんが、地域の住宅・建築物の生産・販売・賃貸に従事する 

企業として、政府が掲げる 2050 年カーボンニュートラルの実現にむけて、『省エネ性能表示制度』の担い手 

になることを第一の目標として掲げます。CO2 排出量全体の約 3 分の１を占める住宅や事業建築物は、新築 

だけでなく、既存建築物に於いても、エネルギー消費量・CO2 排出量の更なる削減が求められています。 

まだ認知度が低いのが現状ですが、今年の 4 月１日以降に建築確認申請を行った新築（住宅・非住宅）の販売・

賃貸事業者に対して、広告等への省エネ性能表示の努力義務が課されました。(既存建築は推奨) 

一幸建設 SDGｓ宣言 達成に向けての取り組み 

国土交通省によると、法人等の非住宅建築物（事業用建築物）の竣工 

面積は 1991~2000 年が第一位、1981~1990 年が第二位となっていま 

す。今後 10 年の間に築 30~40 年を迎え、耐用年数を超える建物が急増、 

ストック建築における ZEB 化需要の増加が予測されます。弊社のみの力 

では実現することは困難ですが『豊橋市では省エネ建築があたりまえ』 

そんな未来の実現に向けて、SDGs 目標１７を掲げ、ZEB 化リフォームに 

よる建築リユースの普及への取組みを一歩一歩進めてまいります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築不動産営業 筒井 

令和 6 年 4 月 1 日より、建築物

を「販売・賃貸する」場合、省エネ性能を広告等に表示することが努力義務とな

りました。表示の対象は令和 6 年 4 月 1 日以降に建築確認申請を行なった新築

の建築物です。具体的には、分譲住宅や分譲マンション、賃貸住宅、貸事務所ビ

ルなど住宅・非住宅どちらも対象で、対象の物件を再販売・再賃貸するときにも

表示することになっています。注文住宅や自社ビルなど「販売・賃貸する」用途

ではない物件は対象外となっています。 

 省エネ評価を☆マークの数や数字で示したり、住宅では目安の光熱費を示した

りと、国が様式を定めたラベルとして表示するため、省エネ性能の把握や比較を

しやすくしています。 

既存住宅については、建築した時の設計図書が残っていて仕様書から断

熱性能などを把握できるものと、資料がなく把握できないものがありま

す。把握できるものに対しては、早い時期に新築物件と同様の表示がスタ

ートする予定のようです。また、設計情報に基づく省エネ性能表示が難し

い物件については、どのようにして情報提供を行なうかの検討が進んでい

るようです。 

 私は不動産担当として、中古住宅の売買仲介を行なうこともありますの

で、今後対象物件を扱う場合も出てくると思います。その際にはラベルの

表示を行なって、お客様にわかりやすい情報を提供していきたいと思いま

す。 

省エネ性能表示制度とは 

一幸建設では、11 月にイベント・セミナーを開催します。
同封のチラシをご覧いただき、ぜひご参加ください。 
 

イベント・セミナーのご案内 


